
大阪大学の新型コロナウイルスに
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大阪府の感染者推移（2月1日～）



阪大ウェルカムチャンネル(4月9日～）



ようこそ、
大阪大学
キャンパスへ！

ウエルカム！ 阪大
新入生交流会





手洗い励行！マスク着用・非着用による感染リスクの比較
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① 建物の中では、マスクを常時着用

② 屋外では、熱中症のリスクを考慮し、会話時および
人と接近する可能性がある時は、お互い着用

このウイルスの特徴は、唾液中に相当な数のウイルスがいる
唾液腺に感染している疑いが強い
咳やくしゃみをしなくても、普通の会話でウイルスを排出

⇒ マスクをせずに会話する、食事を対面でするような行為が
ハイリスクであるとわかる



③ 複数人での会食は控える
④ 正面にシールドのないテーブルでは対面着座を避ける
⑤ 食事中の会話は控える



対面授業に関する制限（緩和）

6月11日～6月30日

• 大学院の講義・演習科目（受講者が１５名程度までのもので、
実施教室の収容定員に対し受講者が半数程度までのものに限
る。）

• 実験室、実習室等の施設・設備等の使用が必要で、カリキュラ
ム上の制約等により延期が困難な実験・実習・実技科目



対面授業に関する制限（緩和）

7月1日～7月12日
講義科目：
• 学部専門科目（３年次以上）及び、大学院の科目は可
• 上記以外は申請による許可
• 室定員50％以下で実施

実験・実習科目：
• 学部専門科目及び大学院の科目は可
• 上記以外は申請による許可
• 室定員50％以下で実施



対面授業に関する制限（緩和）

7月13日～8月10日
講義科目：
• 学部専門科目（３年次以上）及び、大学院の科目は可
• 上記以外は申請による許可
• 室定員3分の2以下で実施

実験・実習科目：
• 学部専門科目及び大学院の科目は可
• 上記以外は申請による許可
• 室定員3分の2以下で実施



★ メディア授業を支える修学環境基盤

・本学においては10数年前からメディア授業
実施環境の基盤が整備され、科目情報提
供と成績評価システムについては、すでに
標準スタイルとして定着。

・本学が2020年度の授業を学年暦のとおり4月9日から
実施できたことは、この基盤整備によるところが極めて大きく、
さらなる拡充を目指す。

・メディア授業は、地理的、精神的、肉体的なバリアなどで
通学ができなかった学生の受講を可能とし、
真にインクルーシブな学修環境の提供にも役立つ。



阪大型“ブレンデッド教育”の確立

★ 対話式教育の重視

文理を問わず、高学年では、ゼミや研究室等における
実践を伴う対話式少人数教育が中心。

★ 対面授業主体、メディアとのミックス

対面授業を主体にしつつ、メディア授業を併用する「ブレンデッド教
育」を、今後の大阪大学標準スタイルとし、教育の質の向上を目指
した活動を2020年度後半に推進。



2020（令和2）年度秋・冬学期：
・全学年において対面授業可能
・要配慮者に対する対応必須

・現在実施中のメディア授業の効果検証を進める。

2021（令和３）年度：
ブレンデッド教育を推進する体制の準備開始。

最終目標：
第4期中期計画期間中（2022-2027[令和4-9]年度）に、
全学的な阪大型ブレンデッド教育体制を確立する。



メディア授業の活用によって、教育活動は

大きな変革の時代を迎えている。

課題は多々あるものの、教育の本来あるべき姿につい
て、新型コロナウイルス禍で再認識できたことも多い。

本学は、高大接続から社会人を対象としたリカレント教育に

至るまで、一貫した教育体制の構築を目指し、

各所にブレンデッド教育を取り入れ、
教育環境整備をさらに進める計画


